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町内９会場で開催し、
３日間で延べ5 2 人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

令和２年10月21日22日23日 実施

《今後の幼児園・幼稚園について語ろう》
今後子どもが減少した場合でも、園には最低
40人の園児が必要。子どもの減少は保護者の
減少にもつながり、園の各種行事運営にも支
障をきたす。新しい園、人気園に園児を偏ら
せるのではなく、松岡地区の子どもの人数か
ら定員割合を出して園運営が持続可能な形で
取り組んで欲しい。
　　　　　　　【松岡東地区　松岡公民館】

議会　地域で地域の子どもを見ることが望まし
い。東幼児園に令和４年度から０歳児保育を
実施することになりプラスになる。駐車場な
どの利便性も改善された。また、入園希望は
これまで通り町が調整する。新しい園が出来
てもバランスは必要。新しい園の規模は当初
150人定員の予定だったが、議会要望で120人
定員となった。

松岡地区が6園から5園にすることについて、
松岡幼稚園の園庭の話があり当初の6園から再
編で削減する流れになったのか。松岡地区の
園児数は減少しないという予測の中で施設を
減らすというのはどうなのか。
　　　　　　　【松岡西地区　松岡公民館】

議会　今後の園児数がどうなっていくかの予測
と、老朽化している施設が多くある中で、子
どもたちの健やかな成長を目指すための保育
環境をどうするかについて検討委員会から適
正配置、適正人数の答申を受けた。それに基
づき今後10年をかけて再編していこうという
計画である。

民間園の良い取り組みが公立園にも波及さ
せ、プラスになるようにしてほしい。　　　
　　　　【松岡清流地区　ふるさと学習館】

議会　民間園の園長も本町の園長会に加わって、
情報交換をすると町は言っているので、プラ
スになるよう求めていきたい。募集要項にご
意見を反映できるよう求めていく。

公立と民間では保育士の体制はどうなってい
るのか。　　　【松岡吉野地区　ざおう荘】

議会　公立園は主任保育士が担任を持っている。
民間は、主任保育士は担任をもたず、手薄な
ところをフォローできる。事務員もいる。公
立園もちゃんと決まりに従い配置されている
ので目が行き届かないわけではない。

問

問

問

御陵地区には直接関係ないが、私の孫も民間
園に行っているが問題ないので、町でも民間
の認定こども園をぜひ進めて欲しい。お寺が
運営している保育園もいいと聞いている。
　【松岡御陵地区　農業構造改善センター】

議会　町の募集要項では、宗教法人は入っておら
ず、学校法人と社会福祉法人としている。

議会でも賛否両論あるだろう。永平寺地区の
再編は今はないと思っているが、再編のメ
リット、デメリットを、きちんと示すべき
だ。　　　【永平寺中地区　開発センター】

議会　議会でも賛否はある。施設の老朽化の中
で、財政的にメリットもあるが、子どもに
とって、地域にとってどうなるのかという点
からも、進め方は早すぎる。子どもの数もあ
り早いかも知れないが、仕方がない。永平寺
地区の３園が１園になる案は示されている。

なぜ、国の指針を採用する必要があるのか。
永平寺町は永平寺町の方針で進めればよい。
減らすのは良くない。コロナもありリスクを
細分化する時代に入ってきている。これから
は何があるかわからない。再編計画はこれか
らの時代に合っていないのではないか。
　　　　　【永平寺南地区　志比南小学校】

議会　国の再編と民営化の方針に乗っかっている
部分もあるように思う。１人ひとりの子ども
に対して望ましい教育環境がどのようなもの
かという視点で平成30年に検討委員会が進め
られてきた。決して少子化の人数だけに着目
したものではない。

意見

意見

意見

幼児園の話は小学校の統廃合の布石と思えば
いいのか。【永平寺北地区　志比北公民館】

議会　子育て支援課からは学校と幼児園の統廃合
は別といわれている。学校教育のあり方検討
委員会は立ち上がっているが、まだ具体的内
容は聞いていない。答申に向けての検討委員
会の審議を注視していく。

この語ろう会の議題は決定事項と思うが、述
べた意見は反映されるのか。

　　　　　　　　【上志比地区　サンサンホール】
議会　決定していることは６園を５園にするこ

と、木ノ下地区に私立認定こども園を新設。
意見は反映したい。町民の意見を聞かないと
いけないが、コロナで開けなかったので、今
回町民の皆さんの意見を聞き、伝える。

 
《新型コロナウイルスについて語ろう》

いろいろ対策をやっているが、町の財政は大
丈夫か。“不要な支出を削るとは？”
　　　　　【永平寺中地区　開発センター】

議会　イベントや視察研修費など、使わないもの
は削っている。町の財政は、国からの臨時交
付金をいただいているので大丈夫。町のコロ
ナの取り組みは、さらに加わると思う。

町内商工業者の収入は減ると思うが、町の収
入、財源はどれくらい減るのか試算できてい
るか。　　　　【松岡吉野地区　ざおう荘】

議会　９月補正予算のときに減収分として１億２
千万見込んでいるという説明があった。リー
マンショックの時と比較すると金融機関に打
撃があったわけではないので、融資をしっか
りして事業者に体力を取り戻してもらうこと
が可能である。

公民館の飲食について、今はお茶などを飲む
のはいいが、お菓子やご飯などは禁止されて
いる。公民館を利用している人は、終わって
からのお茶菓子などを食べ話すのを楽しみに
している人もいるので、緩和できないか。
　【松岡御陵地区　農業構造改善センター】

議会　会食などの基準はいろいろ言われている
中、それに沿って対応するべき。

サロン事業で公民館をお借りしているが、参
加者の体温を測る体温計を常設してほしい。
　　　　【松岡清流地区　ふるさと学習館】

議会　町に要望する。

町民テレワークスペースの提供とはどういう
ものか。　【永平寺北地区　志比北公民館】

議会　四季の森文化館をテレワークスペースにす
る。企業向けのサテライトオフィス※1スペー
スと、町民向けのテレワークスペースを用意
する。（※1 勤務者が遠隔勤務できるよう通信設備
を整えたオフィス）

《その他》
子どもたちが通学に使用している自動走行は
速度が遅い。音がしないため歩いていて後ろ
から来てもわからない。何か工夫して欲し
い。　　　【永平寺南地区　志比南小学校】

議会　道路交通法のなかで道路が交差している場
合は有人でなければならないが、荒谷から志
比までは無人で実用化できる。また速度につ
いては時速19ｋｍまでしか出せない。音につ
いては対策をとるよう伝える。

宅地造成第２弾、第３弾は。大野島、市右エ
門島など人口増えればと思うが。
　　　　　【上志比地区　サンサンホール】

議会　大規模なものはないが、数戸分空いたら進
めるのが町の方針。地域の方の協力が必要。

要望

問

問

問

問

問

「今後の幼児園・幼稚園について語ろう」
「新型コロナウイルスについて語ろう」

問

問

問

要望

松岡東地区　松岡公民館



45

奥
　
野
　
正
　
司

永
平
寺
町
議
会
議
長

新年挨拶新年挨拶
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
町
議
会
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
23
年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
、
新
幹
線
停
車

駅
と
な
る
県
内
４
駅
の
駅
舎
や
駅
前
開
発
工
事
が
本
格
化
す
る
も
の
と

期
待
を
し
、
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
や
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
県

内
工
事
の
進
捗
も
あ
り
、
県
内
経
済
の
活
況
や
、
国
内
外
か
ら
の
観
光

入
込
客
の
激
増
も
期
待
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
２
月
初
め
の
横
浜
港
ク
ル
ー
ズ
船
の
新
型
コ
ロ
ナ
集
団

感
染
以
来
、
コ
ロ
ナ
に
明
け
コ
ロ
ナ
に
暮
れ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

経
済
も
変
調
を
来
た
し
、
国
債
発
行
に
よ
る
給
付
金
や
補
助
金
等
の
公

的
支
援
に
よ
り
よ
う
や
く
地
域
経
済
は
息
を
つ
な
ぐ
状
況
で
す
。

　
永
平
寺
町
で
は
、
行
政
が
国
・
県
か
ら
情
報
収
集
に
努
め
、
迅
速
に

庁
内
対
策
会
議
を
開
き
、
町
内
商
工
業
者
団
体
や
福
祉
事
業
者
か
ら
の

情
報
も
収
集
し
、
速
や
か
に
町
内
の
実
情
を
反
映
し
た
感
染
防
止
対
策

や
事
業
者
・
生
活
者
支
援
の
施
策
に
結
実
し
ま
し
た
。
議
会
も
臨
時
会

開
催
や
迅
速
な
議
会
審
議
で
行
政
に
応
え
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
徹
底
や
、

生
活
者
支
援
、
町
内
商
工
業
者
支
援
策
の
実
施
に
協
働
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
結
果
が
出
て
来
た
本
町
人
口
の
社

会
動
態
プ
ラ
ス
の
趨
勢
を
よ
り
確
か
に
す
る
た
め
に
、
議
会
は
行
政
と

力
を
合
わ
せ
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
後
と
も
議
会
へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
年
が
皆
様
に
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

令和２年 第５回臨時会報告令和２年 第５回臨時会報告 議長　奥野　正司
　令和２年第５回永平寺町議会臨時会は、10月29日（木）の1日間で開催されました。審議された内容は次
のとおりです。

第５回臨時会議案

承認第18号　令和２年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承　　認

　　　　　　　　農業集落排水事業特別会計への繰出金435万6千円を増額

承認第19号　令和２年度農業集落排水事業特別会計補正予算の専決処分の承認について 承　　認

　　　　　　　　上志比地区において：２件の宅地造成に伴う公共桝設置及び本管の延長工事のため

議案第36号　令和元年度一般会計及び特別会計の決算認定について 認　　定

　　　　　　　　詳細はP12にて

議案第37号　令和元年度上水道事業会計の剰余金処分及び決算認定について 認　　定

議案第51号　令和２年度一般会計補正予算について 可　　決

　　　　　　　　主に小中学校での教育用タブレットの整備に関してその費用1,050万8千円の計上

議案第52号　有償旅客自動車運送事業の実施及び運営に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

　　　　　　　　自動走行運賃は　大人100円　小中学生 50円とする

議案第53号　上志比支所新築工事の請負変更契約締結について 可　　決

　　　　　　　　増額工事で422万9千5百円の増額変更

議案第54号　和解することについて 可　　決

令和２年 第６回臨時会報告令和２年 第６回臨時会報告 議長　奥野　正司
　令和２年第６回永平寺町議会臨時会は、11月24日（火）の1日間で開催されました。審議された内容は次
の通りです。

【
主
な
項
目
】

令和２年度一般会計補正予算審議報告令和２年度一般会計補正予算審議報告

総額 670万円670万円

幼児園・幼稚園リフレッシュ事業

一般会計補正予算

御陵幼児園、志比南幼児園の天井修繕御陵幼児園、志比南幼児園の天井修繕

627万

主
な
質
疑
応
答

◆
承
認
第
20
号

問
　
結
構
新
し
い
御
陵
幼
児
園
で
も
当
時
の
設

置
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
問
題
が
あ
る
の
な

ら
ば
そ
の
状
況
を
管
理
監
督
し
た
と
こ
ろ
へ
報

告
書
を
示
し
て
行
政
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
で

は
。

答
　
当
時
の
施
工
業
者
あ
る
い
は
管
理
業
者
に

つ
い
て
も
調
べ
て
厳
格
に
対
応
す
る
。
ま
た
、

他
の
園
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
調
査
し
て
対

応
す
る
。

問
　
御
陵
幼
児
園
が
大
き
な
補
修
に
な
っ
て
い

る
。
点
検
が
完
了
し
て
い
な
い
残
り
10
ケ
園
の

今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
残
り
10
園
の
調
査
は
、
天
井
の
点
検
口
設

置
工
事
を
追
加
し
調
査
す
る
。
補
修
工
事
が
必

要
で
あ
れ
ば
今
後
補
正
で
対
応
し
て
い
く
。

◆
議
案
第
55
号

問
　
期
末
手
当
０
．
０
５
ヶ
月
の
減
額
は
次
年

度
以
降
も
続
く
と
い
う
こ
と
か
。
こ
の
よ
う
な

形
で
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
が
次
年
度
以
降
に

も
続
く
と
言
う
事
が
こ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
の

か
。

答
　
今
回
は
１
年
分
を
12
月
に
ま
と
め
た
形
に

な
っ
て
い
る
が
、
来
年
度
以
降
は
平
準
化
す
る

よ
う
に
と
人
事
院
勧
告
か
ら
指
示
が
出
て
い

る
。
ま
た
、
固
定
す
る
と
言
う
事
で
は
な
く
、

来
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
条
例
で
支
給
割

合
を
決
め
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（奥野正司）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 江守 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第55号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

承認第20号
令和２年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認
承認第21号
令和２年度町立在宅訪問診療所特別会計補正予算の専決処分の承認について 承認

第６回臨時会議案

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等３件については全員賛成です。

議案第55号　一般職の職員の給与に関する条例及び特別職の職員
の給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第56号
損害賠償の額を定めることについて 可決

反
対
討
論

　
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
た

公
務
員
給
与
の
引
き
下
げ
と

な
っ
て
い
る
が
、
働
く
人
の

実
質
賃
金
は
10
年
以
上
、
下

が
り
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に

恒
常
的
に
給
与
を
引
き
下
げ

る
条
例
内
容
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
人
事

院
勧
告
に
よ
る
改
正
で
あ

り
、
職
員
の
期
末
手
当
が
今

後
も
続
く
か
は
、
来
年
の
人

事
院
の
判
断
が
出
る
ま
で
未

定
で
あ
り
、
今
回
の
改
正
に

賛
成
す
る
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
特
別
職
の

職
員
の
給
与
及
び
旅
費
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
特
別
職
の

職
員
の
給
与
及
び
旅
費
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
55
号

議
案
第
55
号

災害

町立在宅訪問診療所特別会計

143万円143万円

町立在宅訪問診療所施設管理費町立在宅訪問診療所施設管理費
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令和２年 第７回定例会報告令和２年 第７回定例会報告 議長　奥野　正司
　令和２年第７回永平寺町議会定例会は、12月２日（水）から12月16日（水）まで15日間開催されまし
た。審議された内容は、次のとおりです。

【主な項目】

令和２年度一般会計補正予算審議報告令和２年度一般会計補正予算審議報告

道路橋梁総務諸経費県営道路整備事業負担金等 3,161万円
心身障がい者福祉費障がい児支援事業増額 789万円
幼児園・幼稚園吊り天井点検調査等業務委託料 562万円

浄法寺郵便局マルチコピー設置に係る戸籍住民基本台帳費　605万円
子ども見守り宅食支援事業補助金　57万円
教育コンピューター整備事業ＧＩＧＡスクール構想　小学校費　2,191万円　　中学校費　1,179万円
越前加賀インバウンド推進機構負担金　－473万円
九頭竜フェスティバル実行委員会補助金　－650万円

今
年
度
残
り
１
月
〜
３
月
分
の
計
上

に
な
る
た
め
57
万
と
な
っ
た
。
当
町

に
も
協
議
会
は
活
動
し
て
い
る
が
、

今
回
の
事
業
は
本
来
の
子
ど
も
食
堂

や
子
ど
も
宅
食
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

支
援
と
し
て
幅
広
い
活
動
を
支
援
し

た
い
。
国
の
目
的
は
地
域
社
会
か
ら

孤
立
し
が
ち
な
子
育
て
家
庭
の
見
守

り
強
化
。
具
体
的
基
準
に
つ
い
て
は

要
綱
作
成
す
る
中
で
定
め
る
。
次
年

度
以
降
継
続
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
新
し
く
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
事

業
者
が
あ
れ
ば
町
と
し
て
も
支
援
し

た
い
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
吊
り
天
井
問
題
は

も
っ
と
早
く
気
付
け
な

か
っ
た
か
。
園
だ
け
で
な
く
、
そ
の

他
、
小
中
学
校
な
ど
全
て
の
公
共
施

設
の
点
検
は
。
今
回
の
点
検
後
、
工

事
は
い
つ
か
ら
。
令
和
５
年
に
閉
園

と
な
る
松
岡
幼
稚
園
・
松
岡
西
幼
児

園
も
修
理
は
行
う
の
か
。

答
　
Ｈ
28
年
度
長
寿
命
化
計
画
段
階

で
は
調
査
項
目
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

令
和
元
年
改
定
の
建
築
設
計
基
準
書

に
合
わ
せ
て
今
回
調
査
し
た
い
。
来

年
度
全
て
の
公
共
施
設
の
点
検
行

う
。
工
事
に
つ
い
て
は
急
ぐ
も
の
は

補
正
対
応
、
そ
の
他
長
寿
命
化
計
画

に
組
み
込
め
る
も
の
は
一
部
計
画
の

見
直
し
を
行
う
。
子
ど
も
の
安
全
の

た
め
松
岡
幼
稚
園
・
松
岡
西
幼
児
園

も
し
っ
か
り
修
理
行
う
。

◆
建
設
課

問
　
永
平
寺
イ
ン
タ
ー
線
、
事
業
の

進
捗
状
況
は
。
用
地
交
渉
行
え
な
か

っ
た
詳
細
と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

Ｈ
31
年
に
は
必
要
性
や
交
通
量
が
論

議
に
な
っ
て
い
た
。
周
辺
開
発
明
確

に
と
い
う
提
言
も
議
会
か
ら
行
っ
て

い
る
が
、
道
路
の
有
効
性
に
つ
い
て

行
政
の
考
え
は
。

答
　
年
度
内
に
同
意
取
れ
ず
、
今
か

ら
契
約
を
結
ん
で
も
若
干
期
間
が
足

り
な
い
た
め
、
用
地
買
収
費
用
を
補

修
費
に
回
し
た
。
今
後
の
見
通
し
と

し
て
は
、
地
元
東
古
市
の
長
年
の
希

望
で
あ
り
、
な
ん
と
し
て
で
も
根
気

よ
く
交
渉
続
け
、
来
年
度
に
は
契
約

を
と
思
っ
て
い
る
。
道
路
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で

協
議
し
た
い
。
交
通
量
調
査
は
コ
ロ

ナ
禍
で
延
期
し
て
い
る
。
線
路
が
あ

る
こ
と
が
見
え
な
い
交
通
の
壁
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
解
消
し
た
い
。
改

め
て
事
業
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
を

全
協
で
説
明
し
た
い
。

補
正
予
算
主
な
質
疑
応
答

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

◆
総
合
政
策
課

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

に
つ
い
て
記
録
の
保

存
・
廃
棄
、
情
報
公
開
等
の
文
書
管

理
に
不
安
。
端
末
の
使
用
期
間
、
更

新
は
。

答
　
各
課
に
文
書
管
理
責
任
者
が
お

り
、
年
に
１
度
廃
棄
す
る
し
な
い
を

決
め
て
い
る
。
電
子
決
裁
が
行
わ
れ

た
文
書
は
年
度
ご
と
に
保
存
さ
れ
、

検
索
し
て
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
紙
文
書
は
書
庫
に
保
管
。
文
書

管
理
規
定
に
従
い
、
永
久
保
存
・
10

年
・
５
年
・
３
年
と
振
り
分
け
し
て

い
る
。
端
末
は
で
き
る
だ
け
長
く
使

い
た
い
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題

も
あ
り
、
今
後
５
年
毎
に
一
括
更
新

な
ど
協
議
す
る
。

問
　
す
ま
い
る
定
住
増
額
に
つ
い
て

実
績
は
。
ど
の
地
区
か
。

答
　
50
件
見
込
ん
で
い
た
が
11
月
末

現
在
で
す
で
に
47
件
申
請
あ
り
、
さ

ら
に
10
件
分
増
額
す
る
。
松
岡
34

件
、
永
平
寺
９
件
、
上
志
比
４
件
。

◆
住
民
生
活
課

問
　
浄
法
寺
郵
便
局
へ

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
設

置
に
つ
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
が
な
い
地

域
は
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
今
後
の
展

開
は
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
ま

だ
あ
ま
り
普
及
し
て
な
い
が
早
急
で

は
な
い
か
。

答
　
町
内
全
体
の
コ
ピ
ー
機
分
布
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、
志
比
北
の
設
置

を
考
え
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
は
昨
年
13
％
か
ら
現
在
26

％
ま
で
急
激
な
伸
び
。
合
わ
せ
て
環

境
整
備
も
進
め
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍

で
役
場
窓
口
業
務
の
密
も
避
け
た

い
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
子
ど
も
見
守
り
宅

食
支
援
事
業
は
委
託
か

補
助
か
。
国
庫
補
助
金
10
／
10
で
１

団
体
に
つ
き
８
３
１
万
が
基
準
額
だ

が
、
今
回
57
万
円
で
、
今
後
残
り
検

討
し
て
い
る
か
。
対
象
と
な
る
児
童

を
把
握
す
る
協
議
会
は
あ
る
の
か
。

社
協
の
対
象
児
童
の
基
準
は
。
ひ
と

り
親
家
族
、
共
働
き
核
家
族
、
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
し
む
飲
食
事
業
者
の
子
育

て
世
帯
を
助
け
る
た
め
に
も
、
例
え

ば
近
助
メ
シ
協
議
会
な
ど
の
お
弁
当

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
は
。

答
　
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
補
助
行
う
。

コロナ

コロナ

反
対
討
論
　
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
こ
の
条
例
は
、
ビ
ラ
の
発
行
は
良
い

が
、
証
紙
が
必
要
と
自
由
で
な
い
こ
と
。

さ
ら
に
法
で
は
、
た
だ
で
さ
え
立
候
補
者

が
少
な
い
と
い
う
の
に
、
立
候
補
時
に
供

託
金
が
必
要
と
ハ
ー
ド
ル
を
さ
ら
に
高
く

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
本
件
は
令
和
２
年
６
月
12
日
に
公
布
、

同
年
12
月
12
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
全
国
的
に
見
て
も
８
割
が
条
例
を
制
定

済
み
で
あ
る
。
近
年
で
は
議
員
定
数
割
れ

や
な
り
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
証
紙
を
貼
る
事
や
供
託
金
の
導
入
が

立
候
補
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
め
る
こ
と
や

投
票
率
の
減
少
に
当
て
は
ま
る
と
は
思
わ

な
い
。

反
対
討
論
　
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
大
変
な
時
に
、
公
共
事

業
の
予
算
を
特
定
財
源
と
し
て
確
保
す
る

と
い
う
の
は
問
題
だ
。
今
は
コ
ロ
ナ
対
策

こ
そ
最
重
点
で
医
療
へ
の
支
援
等
、
大
幅

に
増
や
す
こ
と
こ
そ
必
要
で
、
大
型
公
共

事
業
へ
の
特
別
枠
の
予
算
確
保
と
い
う
こ

と
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
「
５
か
年
加
速
化
対
策
」
と
し
て
閣
議

決
定
さ
れ
て
い
る
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
を
強
力
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
か
ら
の
地
域
経
済
の
早
期
復
興
の
た

め
、
公
共
事
業
を
含
め
た
経
済
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。

反
対
討
論
　
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
町
の
経
済
効
果
的
な
も
の
は
、
中
部
縦

貫
道
や
新
幹
線
整
備
よ
り
も
、
身
近
な
道

路
や
河
川
の
整
備
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
そ
の
対
策
に
国
や
地
方

の
財
政
は
厳
し
い
状
況
だ
。
今
、
こ
の
意

見
書
を
提
出
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な

い
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
中
村
勘
太
郎

　
国
土
強
靭
化
５
ヶ
年
計
画
は
、
地
震
や

津
波
な
ど
の
自
然
災
害
に
強
い
国
土
づ
く

り
を
目
指
す
基
本
的
な
政
策
で
、
国
土
交

通
省
・
文
部
科
学
省
・
気
象
庁
・
環
境

省
・
経
済
産
業
省
な
ど
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
主
な
事
業
を
は
じ
め
、
日
本
国
民

の
安
全
・
安
心
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

執
行
す
る
予
算
の
確
保
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

総額 1億1,542万円

一般会計補正予算

国民健康保険事業特別会計

2,400万円2,400万円

一般被保険者高額療養費増額一般被保険者高額療養費増額
介護保険特別会計

405万円405万円

システム改修による広域圏負担金システム改修による広域圏負担金
下水道事業特別会計
公共桝設置工事公共桝設置工事 149万円149万円

下水道管布設工事下水道管布設工事 173万円173万円

1億1,542万円

IT環境整備事業　546万
備品購入費（タブレット）　533万
IT環境整備事業　546万
備品購入費（タブレット）　533万

総務管理費

福祉施設等支援金　710万福祉施設等支援金　710万

社会福祉総務費

工事請負費　2,864万円
土地購入費減額　－3,650万円
工事請負費　2,864万円
土地購入費減額　－3,650万円

道路新設改良費コロナ

コロナ

コロナ

コロナ

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
63
号

議
案
第
63
号

防
災・減
災
、国
土
強
靭
化
対
策
の
推
進
及
び

強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

防
災・減
災
、国
土
強
靭
化
対
策
の
推
進
及
び

強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
５
号

発
議
第
５
号

反
対
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
75
歳
以
上
・
年
間
所
得
２
０
０
万
円

以
上
の
皆
様
に
は
ご
苦
労
を
掛
け
る
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
と
し
て
現
役
世
代
の
保
険
料
で

賄
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
る
と
、

本
施
策
の
効
果
と
し
て
年
間
８
８
０
億

円
の
現
役
世
代
負
担
抑
制
に
繋
が
る
こ

と
は
次
世
代
へ
繋
げ
る
た
め
に
必
要
。

賛
成
討
論
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
安
定
し
た
老
後
を
過
ご
す
に
は
２
千

万
円
も
の
蓄
え
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

る
。
不
安
な
老
後
に
ま
た
負
担
を
か
け

る
の
か
。
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
的
見

直
し
な
く
し
て
高
齢
者
に
負
担
を
求
め

る
こ
と
は
反
対
だ
。

反
対
討
論
　
　
　
酒
井
　
和
美

　
増
税
の
背
景
に
は
予
期
せ
ぬ
大
災

害
、
経
済
危
機
の
数
々
が
あ
り
、
現
在

も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
今
後
も
何
が
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
。
高
齢
者
の
方
の
生

活
の
質
の
低
下
と
い
う
ご
負
担
は
心
苦

し
い
が
、
町
の
子
ど
も
た
ち
が
高
齢
者

と
な
る
頃
ま
で
生
活
を
維
持
さ
せ
社
会

保
障
制
度
を
維
持
さ
せ
る
た
め
、
現
役

世
代
負
担
年
間
８
８
０
億
円
削
減
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

賛
成
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割

化
の
検
討
中
止
を
求
め
る
請
願
は
、
現

在
１
割
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ
る
も

の
で
、
収
入
が
公
的
年
金
だ
け
の
高
齢

者
を
苦
し
め
、
社
会
保
障
の
た
め
と
消

費
税
を
10
％
に
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
深
ま
り
、
負
担
増
は
受
診
抑
制

に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
。

反
対
討
論
　
　
　
中
村
勘
太
郎

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
約
４
割

が
現
役
世
代
の
保
険
料
か
ら
な
る
「
後

期
高
齢
者
支
援
金
」
で
賄
わ
れ
て
い

る
。
22
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に

な
り
始
め
、
医
療
費
の
急
増
が
見
込
ま

れ
る
。
現
在
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
割

合
は
、
現
役
並
み
所
得
の
人
が
３
割
、

そ
れ
以
外
の
人
は
原
則
１
割
。
年
収
２

０
０
万
円
以
上
は
上
位
30
％
、
３
割
負

担
を
除
く
と
23
％
が
２
割
負
担
と
な
る

提
案
で
あ
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
老
々
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
。
昔
の
よ
う
に
二
世

代
三
世
代
で
生
活
し
て
い
る
時
と
は
異

な
り
、
年
金
収
入
の
み
で
細
々
と
暮
ら

し
て
い
る
。
そ
の
状
況
で
、
医
療
費
の

個
人
負
担
が
２
割
に
な
る
こ
と
は
、
ま

す
ま
す
困
窮
が
増
大
す
る
と
予
測
で
き

る
。
高
齢
者
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
２
割
は
再

検
討
が
必
要
。

反
対
討
論
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
75
歳
以
上
の
方
に
負
担
を
お
願
い
す

る
の
は
大
変
申
し
訳
な
い
が
、
今
後
も

後
期
高
齢
者
保
険
医
療
費
は
団
塊
の
世

代
が
22
年
度
以
降
75
歳
に
な
る
と
更
に

増
え
続
け
る
。
全
世
帯
型
医
療
保
険
制

度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
負
担
を
お
願

い
す
る
し
か
な
い
。

反
対
討
論
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
世
界
か
ら
核
兵
器
が
な
く
な
る
こ
と

は
願
っ
て
い
る
が
、
こ
の
請
願
に
あ
る

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
保
有
国
が
参

加
し
て
お
ら
ず
現
実
性
が
な
い
。
ま

た
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
か
ら

離
脱
と
あ
る
が
、
日
本
近
隣
に
核
保
有

国
が
あ
り
領
土
を
守
る
観
点
か
ら
も
、

こ
の
請
願
の
採
択
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
核
兵
器
禁
止
条
約
は
国
連
で
１
２
２

カ
国
の
圧
倒
的
多
数
で
採
択
さ
れ
、
条

約
調
印
84
カ
国 

批
准
国
も
50
カ
国
に
な

り
、
２
０
２
１
年
１
月
22
日
に
発
行
す

る
も
の
で
あ
る
。
核
兵
器
の
使
用
は
人

類
自
然
に
破
滅
的
な
結
果
を
も
た
ら

す
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
被

爆
者
の
切
望
に
応
え
賛
同
と
批
准
を
求

め
る
請
願
の
採
択
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
私
も
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
を

切
に
求
め
る
者
の
一
人
だ
が
、
本
請
願

の
趣
旨
が
現
実
的
で
は
な
い
た
め
賛
同

で
き
な
い
。
日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
で
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
情
勢
が
変
化

し
た
今
日
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
か
ら

の
離
脱
は
わ
が
国
の
領
土
と
国
民
の
生

命
お
よ
び
財
産
を
脅
威
に
さ
ら
す
こ
と

に
な
る
。

反
対
討
論
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
核
兵
器
禁
止
条
約
は
核
兵
器
保
有
国

の
参
加
が
な
く
実
効
性
に
乏
し
い
。

　
核
軍
縮
・
核
不
拡
散
の
合
意
や
国
際

条
約
に
よ
り
、
核
兵
器
の
不
拡
散
や
削

減
を
積
み
上
げ
最
終
的
に
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
目
指
す
べ
き
。

　
日
本
は
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
に

働
き
か
け
、
橋
渡
し
役
と
し
て
主
導
的

役
割
を
果
た
し
、
現
実
的
な
観
点
で
核

な
き
世
界
へ
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

反
対
討
論
　
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
日
本
は
２
０
６
０
年
に
今
よ
り
３
０
０

０
万
人
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
、
９
３
０

０
万
人
を
割
る
と
人
口
推
計
が
出
て
い

る
。
そ
の
時
代
を
生
き
る
生
産
年
齢
人
口

に
今
以
上
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
る
中
で
、
一
つ
一
つ
細
や
か
な
施
策

を
今
の
現
役
世
代
・
高
齢
者
が
負
担
を

負
っ
て
で
も
持
続
可
能
な
日
本
に
繋
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
の

検
討
中
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
は
、

現
在
原
則
１
割
負
担
を
２
割
に
す
る
こ
と

の
中
止
を
求
め
る
も
の
で
、
請
願
第
４
号

に
示
し
た
内
容
と
同
じ
理
由
に
よ
り
政
府

に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
　
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
今
回
の
改
正
は
、
75
歳
以
上
で
年
収
２

０
０
万
円
以
上
の
方
の
２
割
負
担
だ
が
、

医
療
限
度
額
の
変
更
で
は
な
く
、
一
律
に

２
倍
負
担
に
は
な
ら
な
い
。
今
後
も
後
期

高
齢
者
医
療
費
は
増
え
続
け
る
。
40
歳
以

上
の
世
代
も
負
担
し
て
い
る
。
全
世
帯
型

医
療
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
大
変
申
し

訳
な
い
が
負
担
を
お
願
い
す
る
し
か
な

く
、
意
見
書
提
出
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
高
齢
者
の
生
活
は
、
介
護
や
医
療
に
負

担
が
か
か
り
、
命
に
関
わ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
高
齢
者
に
こ
れ
以
上
の
負
担

を
求
め
る
よ
う
な
制
度
は
中
止
す
べ
き
。

災害
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■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（奥野正司）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 江守 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第57号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第63号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 発議第５号 賛 反 賛 反 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛
 請願第４号 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 反 反 反 賛
 請願第５号 賛 賛 反 賛 賛 反 反 反 賛 反 反 反 反
 発議第６号 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 反 反 反 賛

議案第57号
令和２年度一般会計補正予算について 可決
議案第58号
令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第59号
令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第60号
令和２年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第61号
令和２年度下水道事業特別会計補正予算について 可決
議案第62号
令和２年度農業集落排水事業特別会計補正予算について 可決
議案第63号　町議会議員及び町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の制定について 可決

第７回定例会議案

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等７件については全員賛成です。

議案第64号
国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第65号
指定管理者の指定について 可決
発議第５号　防災・減災、国土強靭化対策の推進及び
強化を求める意見書の提出について 可決
請願第４号　75歳以上の医療費窓口負担２割化の検討
中止を求める意見書を国に提出することを求める請願書 採択
請願第５号　日本政府に「核兵器禁止条約」への賛同
と批准を求める意見書の提出に関する請願 不採択
発議第６号　75歳以上の医療費窓口負担２割化の検討
中止を求める意見書の提出について 可決

反
対
討
論
　
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
こ
の
条
例
は
、
ビ
ラ
の
発
行
は
良
い

が
、
証
紙
が
必
要
と
自
由
で
な
い
こ
と
。

さ
ら
に
法
で
は
、
た
だ
で
さ
え
立
候
補
者

が
少
な
い
と
い
う
の
に
、
立
候
補
時
に
供

託
金
が
必
要
と
ハ
ー
ド
ル
を
さ
ら
に
高
く

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
本
件
は
令
和
２
年
６
月
12
日
に
公
布
、

同
年
12
月
12
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
全
国
的
に
見
て
も
８
割
が
条
例
を
制
定

済
み
で
あ
る
。
近
年
で
は
議
員
定
数
割
れ

や
な
り
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
証
紙
を
貼
る
事
や
供
託
金
の
導
入
が

立
候
補
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
め
る
こ
と
や

投
票
率
の
減
少
に
当
て
は
ま
る
と
は
思
わ

な
い
。

反
対
討
論
　
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
大
変
な
時
に
、
公
共
事

業
の
予
算
を
特
定
財
源
と
し
て
確
保
す
る

と
い
う
の
は
問
題
だ
。
今
は
コ
ロ
ナ
対
策

こ
そ
最
重
点
で
医
療
へ
の
支
援
等
、
大
幅

に
増
や
す
こ
と
こ
そ
必
要
で
、
大
型
公
共

事
業
へ
の
特
別
枠
の
予
算
確
保
と
い
う
こ

と
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
「
５
か
年
加
速
化
対
策
」
と
し
て
閣
議

決
定
さ
れ
て
い
る
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
を
強
力
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
か
ら
の
地
域
経
済
の
早
期
復
興
の
た

め
、
公
共
事
業
を
含
め
た
経
済
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。

反
対
討
論
　
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
町
の
経
済
効
果
的
な
も
の
は
、
中
部
縦

貫
道
や
新
幹
線
整
備
よ
り
も
、
身
近
な
道

路
や
河
川
の
整
備
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
そ
の
対
策
に
国
や
地
方

の
財
政
は
厳
し
い
状
況
だ
。
今
、
こ
の
意

見
書
を
提
出
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な

い
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
中
村
勘
太
郎

　
国
土
強
靭
化
５
ヶ
年
計
画
は
、
地
震
や

津
波
な
ど
の
自
然
災
害
に
強
い
国
土
づ
く

り
を
目
指
す
基
本
的
な
政
策
で
、
国
土
交

通
省
・
文
部
科
学
省
・
気
象
庁
・
環
境

省
・
経
済
産
業
省
な
ど
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
主
な
事
業
を
は
じ
め
、
日
本
国
民

の
安
全
・
安
心
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

執
行
す
る
予
算
の
確
保
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

反
対
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
75
歳
以
上
・
年
間
所
得
２
０
０
万
円

以
上
の
皆
様
に
は
ご
苦
労
を
掛
け
る
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
と
し
て
現
役
世
代
の
保
険
料
で

賄
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
る
と
、

本
施
策
の
効
果
と
し
て
年
間
８
８
０
億

円
の
現
役
世
代
負
担
抑
制
に
繋
が
る
こ

と
は
次
世
代
へ
繋
げ
る
た
め
に
必
要
。

賛
成
討
論
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
安
定
し
た
老
後
を
過
ご
す
に
は
２
千

万
円
も
の
蓄
え
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

る
。
不
安
な
老
後
に
ま
た
負
担
を
か
け

る
の
か
。
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
的
見

直
し
な
く
し
て
高
齢
者
に
負
担
を
求
め

る
こ
と
は
反
対
だ
。

反
対
討
論
　
　
　
酒
井
　
和
美

　
増
税
の
背
景
に
は
予
期
せ
ぬ
大
災

害
、
経
済
危
機
の
数
々
が
あ
り
、
現
在

も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
今
後
も
何
が
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
。
高
齢
者
の
方
の
生

活
の
質
の
低
下
と
い
う
ご
負
担
は
心
苦

し
い
が
、
町
の
子
ど
も
た
ち
が
高
齢
者

と
な
る
頃
ま
で
生
活
を
維
持
さ
せ
社
会

保
障
制
度
を
維
持
さ
せ
る
た
め
、
現
役

世
代
負
担
年
間
８
８
０
億
円
削
減
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

賛
成
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割

化
の
検
討
中
止
を
求
め
る
請
願
は
、
現

在
１
割
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ
る
も

の
で
、
収
入
が
公
的
年
金
だ
け
の
高
齢

者
を
苦
し
め
、
社
会
保
障
の
た
め
と
消

費
税
を
10
％
に
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
深
ま
り
、
負
担
増
は
受
診
抑
制

に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
。

反
対
討
論
　
　
　
中
村
勘
太
郎

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
約
４
割

が
現
役
世
代
の
保
険
料
か
ら
な
る
「
後

期
高
齢
者
支
援
金
」
で
賄
わ
れ
て
い

る
。
22
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に

な
り
始
め
、
医
療
費
の
急
増
が
見
込
ま

れ
る
。
現
在
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
割

合
は
、
現
役
並
み
所
得
の
人
が
３
割
、

そ
れ
以
外
の
人
は
原
則
１
割
。
年
収
２

０
０
万
円
以
上
は
上
位
30
％
、
３
割
負

担
を
除
く
と
23
％
が
２
割
負
担
と
な
る

提
案
で
あ
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
老
々
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
。
昔
の
よ
う
に
二
世

代
三
世
代
で
生
活
し
て
い
る
時
と
は
異

な
り
、
年
金
収
入
の
み
で
細
々
と
暮
ら

し
て
い
る
。
そ
の
状
況
で
、
医
療
費
の

個
人
負
担
が
２
割
に
な
る
こ
と
は
、
ま

す
ま
す
困
窮
が
増
大
す
る
と
予
測
で
き

る
。
高
齢
者
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
２
割
は
再

検
討
が
必
要
。

反
対
討
論
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
75
歳
以
上
の
方
に
負
担
を
お
願
い
す

る
の
は
大
変
申
し
訳
な
い
が
、
今
後
も

後
期
高
齢
者
保
険
医
療
費
は
団
塊
の
世

代
が
22
年
度
以
降
75
歳
に
な
る
と
更
に

増
え
続
け
る
。
全
世
帯
型
医
療
保
険
制

度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
負
担
を
お
願

い
す
る
し
か
な
い
。

反
対
討
論
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
世
界
か
ら
核
兵
器
が
な
く
な
る
こ
と

は
願
っ
て
い
る
が
、
こ
の
請
願
に
あ
る

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
保
有
国
が
参

加
し
て
お
ら
ず
現
実
性
が
な
い
。
ま

た
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
か
ら

離
脱
と
あ
る
が
、
日
本
近
隣
に
核
保
有

国
が
あ
り
領
土
を
守
る
観
点
か
ら
も
、

こ
の
請
願
の
採
択
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
核
兵
器
禁
止
条
約
は
国
連
で
１
２
２

カ
国
の
圧
倒
的
多
数
で
採
択
さ
れ
、
条

約
調
印
84
カ
国 

批
准
国
も
50
カ
国
に
な

り
、
２
０
２
１
年
１
月
22
日
に
発
行
す

る
も
の
で
あ
る
。
核
兵
器
の
使
用
は
人

類
自
然
に
破
滅
的
な
結
果
を
も
た
ら

す
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
被

爆
者
の
切
望
に
応
え
賛
同
と
批
准
を
求

め
る
請
願
の
採
択
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
私
も
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
を

切
に
求
め
る
者
の
一
人
だ
が
、
本
請
願

の
趣
旨
が
現
実
的
で
は
な
い
た
め
賛
同

で
き
な
い
。
日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
で
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
情
勢
が
変
化

し
た
今
日
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
か
ら

の
離
脱
は
わ
が
国
の
領
土
と
国
民
の
生

命
お
よ
び
財
産
を
脅
威
に
さ
ら
す
こ
と

に
な
る
。

反
対
討
論
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
核
兵
器
禁
止
条
約
は
核
兵
器
保
有
国

の
参
加
が
な
く
実
効
性
に
乏
し
い
。

　
核
軍
縮
・
核
不
拡
散
の
合
意
や
国
際

条
約
に
よ
り
、
核
兵
器
の
不
拡
散
や
削

減
を
積
み
上
げ
最
終
的
に
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
目
指
す
べ
き
。

　
日
本
は
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
に

働
き
か
け
、
橋
渡
し
役
と
し
て
主
導
的

役
割
を
果
た
し
、
現
実
的
な
観
点
で
核

な
き
世
界
へ
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

反
対
討
論
　
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
日
本
は
２
０
６
０
年
に
今
よ
り
３
０
０

０
万
人
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
、
９
３
０

０
万
人
を
割
る
と
人
口
推
計
が
出
て
い

る
。
そ
の
時
代
を
生
き
る
生
産
年
齢
人
口

に
今
以
上
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
る
中
で
、
一
つ
一
つ
細
や
か
な
施
策

を
今
の
現
役
世
代
・
高
齢
者
が
負
担
を

負
っ
て
で
も
持
続
可
能
な
日
本
に
繋
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
の

検
討
中
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
は
、

現
在
原
則
１
割
負
担
を
２
割
に
す
る
こ
と

の
中
止
を
求
め
る
も
の
で
、
請
願
第
４
号

に
示
し
た
内
容
と
同
じ
理
由
に
よ
り
政
府

に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
　
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
今
回
の
改
正
は
、
75
歳
以
上
で
年
収
２

０
０
万
円
以
上
の
方
の
２
割
負
担
だ
が
、

医
療
限
度
額
の
変
更
で
は
な
く
、
一
律
に

２
倍
負
担
に
は
な
ら
な
い
。
今
後
も
後
期

高
齢
者
医
療
費
は
増
え
続
け
る
。
40
歳
以

上
の
世
代
も
負
担
し
て
い
る
。
全
世
帯
型

医
療
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
大
変
申
し

訳
な
い
が
負
担
を
お
願
い
す
る
し
か
な

く
、
意
見
書
提
出
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
高
齢
者
の
生
活
は
、
介
護
や
医
療
に
負

担
が
か
か
り
、
命
に
関
わ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
高
齢
者
に
こ
れ
以
上
の
負
担

を
求
め
る
よ
う
な
制
度
は
中
止
す
べ
き
。

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
の
検
討

中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願
書

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
の
検
討

中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願
書

請
願
第
４
号

請
願
第
４
号

７５
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
の
検
討

中
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

７５
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
の
検
討

中
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
６
号

発
議
第
６
号

日
本
政
府
に「
核
兵
器
禁
止
条
約
」へ
の
賛
同
と

批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

日
本
政
府
に「
核
兵
器
禁
止
条
約
」へ
の
賛
同
と

批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

請
願
第
５
号

請
願
第
５
号

詳
し
く
は
議
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
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総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
　
委
員
長
　
酒
井
　
秀
和

　
11
月
11
日
お
よ
び
12
月
15
日
に
開
催

し
、
次
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。

①
年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
〇
議
会
と
防
災
対
応

　
・
吉
野
・
坂
上
地
区
自
主
防
災
組
織

　
　
連
絡
協
議
会
防
災
訓
練
視
察
に
つ

　
　
い
て

　
・
年
間
４
回
の
議
会
防
災
訓
練
の
実

　
　
施
に
つ
い
て

　
県
内
で
初
め
て
の
自
主
防
災
組
織
を

中
心
と
し
た
防
災
訓
練
で
は
初
め
て
の

試
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
手
探
り
の
部

分
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
住
民
と
自
主

防
災
組
織
、
防
災
士
の
会
な
ど
関
係
者

の
皆
さ
ん
が
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
中
で
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面

で
今
以
上
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
項
目
を

ま
と
め
提
案
と
い
う
形
で
総
務
課
生
活

安
全
室
に
提
出
し
た
。
ま
た
、
年
間
４

回
の
議
会
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
雪
害

を
テ
ー
マ
に
１
月
18
日
に
実
施
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
〇
地
元
商
店
（
街
）
の
活
性
化

　
・
永
平
寺
町
商
工
会
と
の
意
見
交
換

　
　
会
開
催
に
つ
い
て

【
主
な
意
見
】

　
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
要
点
を
絞
っ
て
令
和
３
年
度
の
事

業
に
活
か
せ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

②
事
務
事
業
検
証
提
言
の
ま
と
め
に
つ

　
い
て

　
提
言
内
容
を
取
り
ま
と
め
提
出
し
た
。

③
そ
の
他
協
議
内
容

　
・
12
月
定
例
会
に
協
議
す
る
意
見
書

　
　
及
び
請
願
に
つ
い
て

　
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策

と
地
方
創
生
に
向
け
た
社
会
資
本
整
備

の
推
進
及
び
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
に
つ
い
て
委
員
長
の
議
員
発
議

と
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
に
つ
い
て

も
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
当
委
員
会
は
10
月
５
日
、
28
日
、

11
月
10
日
、
12
月
15
日
、
全
員
の
参

加
で
開
催
さ
れ
た
。

①
事
務
事
業
検
証

　
10
月
11
月
に
提
言
内
容
を
取
り
ま

と
め
提
出
し
た
。

②
年
間
テ
ー
マ

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
住
民
生
活
に
つ
い
て

　
当
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
民
の
生

活
調
査
と
し
て
、
11
月
18
日
に
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
松
岡
中
学
校
を
訪

問
。
同
20
日
に
は
事
務
事
業
検
証
課

題
の
文
化
財
保
護
に
関
し
、
四
季
の

森
文
化
館
へ
視
察
や
懇
談
を
行
っ
た
。

　
こ
の
関
係
で
町
当
局
か
ら
、
教
育

長
、
福
祉
保
健
課
長
、
学
校
教
育
課

長
、
生

涯
学
習

課
長
の

出
席
を

求
め
、

視
察
時

の
課
題

に
つ
い

て
質
問

し
た
。

　
今
回
の
視
察
と
懇
談
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
各
々
の
対
応
や
課
題
も
示
さ

れ
、
ま
た
町
の
考
え
な
ど
聞
け
る
機

会
と
な
っ
た
。

③
付
託
案
件
の
審
議

請
願
第
４
号

　
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２

割
化
の
検
討
中
止
を
求
め
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
書

﹇
賛
成
意
見
﹈

　
・
２
割
負
担
に
な
る
と
医
者
に
か

　
　
か
り
づ
ら
く
な
る
。
生
活
で
き

　
　
る
の
か
。

　
・
コ
ロ
ナ
禍
の
今
が
引
き
上
げ
の

　
　
タ
イ
ミ
ン
グ
か
。

　
・
消
費
税
の
導
入
や
引
き
上
げ
は
、

　
　
高
齢
化
社
会
の
社
会
保
障
を
守

　
　
る
た
め
で
は
。
　
　
　
　
　
等

﹇
反
対
意
見
﹈

　
・
75
歳
以
上
の
医
療
費
は
現
役
世

　
　
代
も
負
担
し
て
い
る
。

　
・
世
代
別
で
考
え
も
異
な
る
。
等

　
賛
成
４
反
対
２
で
採
択
さ
れ
、
本

会
議
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
（
Ｐ
８
〜
Ｐ
９
参
照
）

コ
ロ
ナ
禍
の
町
内
視
察
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
課
題
抽
出
及
び
協
議

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
　
委
員
長
　
金
元
　
直
栄

令
和
３
年
度
の
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
永
平
寺
町
商
工
会
と
協
議
す
る自主防災訓練

松岡中学校視察

委員長　江  守　  勲議会・行財政改革特別委員会報告議会・行財政改革特別委員会報告

○
住
ま
い
る
定
住
応
援
事
業

１
．
人
口
増
加
策
と
し
て
重
要
な
施
策
で
あ
る
た

　
め
、
目
標
お
よ
び
予
算
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

　
具
体
的
な
施
策
お
よ
び
効
果
的
な
支
援
制
度
を

　
軸
に
高
い
設
定
を
設
け
貪
欲
に
取
り
組
む
こ
と
。

○
住
宅
支
援
事
業

１
．
空
き
家
を
利
活
用
す
る
た
め
、
空
き
家
等
無

　
料
相
談
会
の
対
象
を
当
事
者
と
近
隣
住
民
へ
範

　
囲
拡
大
す
る
な
ど
、
積
極
的
か
つ
能
動
的
な
働

　
き
か
け
を
行
い
実
績
に
繋
げ
る
こ
と
。

○
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
業
支
援
事
業

１
．
創
業
お
よ
び
起
業
意
欲
の
促
進
を
図
る
た
め
、

　
町
内
空
き
家
お
よ
び
町
内
自
営
業
者
の
状
況
を

　
把
握
し
、
依
頼
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
提
案

　
が
速
や
か
に
行
え
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で

　
実
績
に
繋
げ
る
こ
と
。

○
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
事
業

１
．
次
年
度
は
具
体
的
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
の
実
行
、新

　
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
の
実
現
を
目
標
に
設
定
し
、

　
取
り
組
む
こ
と
。

○
四
季
の
森
文
化
館
Ｉ
Ｔ
環
境
整
備

１
．
需
要
に
合
っ
た
Ｉ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
、
ビ
ジ

　
ネ
ス
拠
点
と
し
て
の
利
用
を
開
始
し
、
さ
ら
に

　
増
設
、
拡
大
を
進
め
る
こ
と
。

【
町
立
在
宅
訪
問
診
療
所
の
運
営
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
の
健
康
づ
く
り
】

１
．
当
初
の
計
画
ど
お
り
３
年
を
目
途
に
安
定
経

　
営
が
で
き
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

２
．
地
域
医
療
の
重
要
性
や
今
後
課
題
と
な
る
訪

　
問
診
療
（
地
域
住
宅
医
療
）
の
啓
発
活
動
を
積

　
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
。

３
．
診
療
所
や
医
療
機
関
と
連
携
し
、
地
域
に
出

　
向
き
町
民
の
健
康
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
。

４
．
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
現
在
喜
ば
れ

　
て
い
る
連
絡
会
、
相
談
会
が
出
来
る
体
制
づ
く

　
り
（
行
政
、
住
民
、
医
療
、
介
護
）
の
構
築
に

　
努
め
ら
れ
る
よ
う
に
。

５
．
町
立
在
宅
訪
問
診
療
所
と
し
て
、
町
の
福
祉

　
（
福
祉
、
介
護
等
）
の
各
種
計
画
づ
く
り
へ
の

　
関
わ
り
を
位
置
づ
け
る
よ
う
、
運
営
の
契
約
内

　
容
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

【
ご
み
の
軽
量
化
と
、
生
ご
み
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の
分
別
と
資
源
化
】

１
．
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
費
用
も
低
廉
で
手

　
軽
に
取
り
組
め
、
可
燃
ご
み
軽
量
化
に
有
益
な

　
事
業
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

　
禍
で
事
業
が
進
ま
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
早
い

　
時
期
か
ら
講
習
会
や
動
画
発
信
な
ど
を
行
い
、

　
体
験
希
望
者
を
募
っ
て
実
施
す
る
こ
と
。

２
．
体
験
希
望
者
は
モ
ニ
タ
ー
制
ま
た
は
、
モ
デ

　
ル
地
区
な
ど
と
し
、
そ
の
経
過
や
成
果
、
体
験

　
者
の
感
想
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
広
く
発
信
し
、

　
次
の
ユ
ー
ザ
ー
の
掘
り
起
こ
し
、
事
業
拡
大
に

　
努
め
る
こ
と
。

３
．
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
で
き
た
肥
料
の
処

　
理
方
法
と
し
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
野
菜
づ
く

　
り
を
セ
ッ
ト
に
し
た
取
り
組
み
な
ど
で
市
街
地

　
住
民
に
も
事
業
拡
大
す
る
こ
と
。

４
．
雑
紙
は
現
在
の
可
燃
ゴ
ミ
に
占
め
る
割
合
は

　
相
当
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
資
源
化
す

　
る
こ
と
で
可
燃
ご
み
の
減
量
化
が
図
ら
れ
期
待

　
で
き
る
。
回
収
量
は
徐
々
に
伸
び
て
い
る
が
、

　
更
な
る
本
事
業
の
趣
旨
や
対
象
と
な
る
品
目
等

　
を
、
広
報
や
チ
ラ
シ
、
推
進
員
さ
ん
の
協
力
を

　
い
た
だ
き
進
め
る
こ
と
。

５
．
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
目
標
値
を
定
め

　
取
り
組
む
こ
と
。

【
埋
蔵
文
化
財
と
人
の
確
保

　
　
（
当
面
の
取
り
組
み
と
実
態
調
査
）
】
　

１
．
松
岡
古
墳
群
の
管
理
や
収
蔵
量
の
多
い
収
蔵

　
庫
の
管
理
な
ど
作
業
量
が
多
く
、
今
後
は
展
示

　
作
業
も
始
ま
り
、
３
か
所
に
分
か
れ
て
い
る
展

　
示
場
所
へ
の
運
搬
に
も
人
手
が
必
要
な
こ
と
が

　
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
永
平
寺
町
に
お
け
る
文
化

　
財
の
基
礎
研
究
が
発
展
す
る
た
め
に
も
人
手
不

　
足
を
解
消
す
る
こ
と
。

２
．
専
門
職
員
を
中
心
と
し
た
組
織
体
制
の
整
備

　
を
。

３
．
四
季
の
森
文
化
館
の
２
階
の
位
置
づ
け
、
資

　
料
展
示
の
在
り
方
（
有
料
に
す
る
の
か
、
展
示

　
テ
ー
マ
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
）
、
１
階
に
あ

　
る
囲
炉
裏
展
示
の
処
理
な
ど
方
向
性
が
あ
い
ま

　
い
な
状
態
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
計
画
を
定
め

　
る
こ
と
。

４
．
地
下
収
蔵
庫
の
棚
の
固
定
な
ど
、
さ
ら
な
る

　
地
震
対
策
を
行
う
こ
と
。

令和２年度事務事業検証に係る提言書を
新年度当初予算に向けて提出

令和２年度事務事業検証に係る提言書を
新年度当初予算に向けて提出

議会提言書を町長に提出
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一般質問

12

く
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
和
歌
の

引
力
を
自
動
走
行
に
掛
け

合
わ
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を

作
る
。
永
平
寺
の
近
辺
で

詠
ん
だ
和
歌
も
10
首
ほ
ど

あ
る
。
そ
の
和
歌
を
道
元

が
ど
こ
で
ど
う
い
う
情
景

を
詠
ん
だ
か
を
探
る
。
道

元
が
そ
の
瞬
間
ど
こ
に
い

た
か
。
そ
の
同
じ
場
所
で

人
々
は
道
元
に
な
れ
る
。

あ
る
い
は
道
元
に
見ま
み

え

る
。
そ
の
道
案
内
を
自
動

走
行
車
が
お
手
伝
い
す

る
。

町
長　

こ
の
自
動
運
転
参

ロ
ー
ド
を
お
貸
し
し
て
の

誘
致
か
ら
始
ま
っ
た
、
い

ず
れ
は
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ

て
い
く
、
地
方
創
生
に
と

っ
て
も
大
事
。
住
民
の
皆

さ
ん
、
地
元
の
観
光
の
皆

さ
ん
と
よ
り
深
い
連
携
を

と
っ
て
、
い
ろ
ん
な
ア
イ

問　
副
題
は
「
志
比
谷
の

舞
台
で
人
々
が
道
元
に
な

る
」

　

自
動
走
行
は
河
合
町
政

の
目
玉
。
失
敗
さ
せ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
将
来

は
町
内
の
幹
線
に
も
走
ら

せ
る
未
来
志
向
。
子
ど
も

に
は
評
判
が
い
い
が
、
大

人
に
は
期
待
感
が
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
心
配
。

　

事
務
事
業
検
証
で
も

色
々
提
案
し
て
き
た
が
、

自
動
走
行
成
功
の
鍵
は
車

中
を
道
中
を
楽
し
め
る
か

ど
う
か
で
あ
る
。

　

道
元
が
60
余
り
の
和

歌
を
残
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
一
番
有
名
な

の
は
「
春
は
花　

夏
ほ
と

と
ぎ
す　

秋
は
月　

冬
雪

さ
え
て
す
ず
し
か
り
け

り
」
川
端
康
成
が
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
受
賞
記
念
講
演

の
際
に
、
朗
吟
さ
れ
て
広

デ
ア
を
い
た
だ
き
な
が
ら

地
元
の
理
解
を
確
立
し
て

い
く
。

松 川  正 樹 議員

問

我
に
自
動
走
行
成
功
の
秘
策
あ
り

答

住
民
や
地
元
の
観
光
関
係
者
と
連
携

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

第
２
回
学
校
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
に
注

文
。

答　

静
か
に
見
守
っ

て
。意
見
は
議
会
代
表

の
委
員
を
通
じ
て
。

問　

私
立
幼
稚
園
が
誕

生
す
る
が
心
配
も
あ

る
。

答　

保
育
以
外
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
業
者

と
保
護
者
が
話
し
合
い

を
し
て
決
め
て
い
く
。 水墨画のような志比谷

一般質問一般質問

12月
定例会
12月
定例会

松川　正樹 … 13Ｐ 中村勘太郎 … 14Ｐ 朝井征一郎 … 14Ｐ

酒井　秀和 … 15Ｐ 江守　　勲 … 15Ｐ 川崎　直文 … 16Ｐ

齋藤　則男 … 16Ｐ 酒井　和美 … 17Ｐ 長岡千惠子 … 17Ｐ

上田　　誠 … 18Ｐ 金元　直栄 … 18Ｐ 滝波登喜男 … 19Ｐ

12名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一
般
質
問

　目
次

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　委
員
長

　伊
藤

　博
夫

常 任 委 員 会 報 告

令和元年度決算認定に係る提言令和元年度決算認定に係る提言
１． パブリックコメント制度が有効におこなわれていない。ＳＮＳ等を使っての情
　　報発信、関連する団体、組織への働きかけ等の運営面での改善を図ること。

２． 空き家等解体及び撤去について、空き家の荒廃状況の調査を徹底し、より積極
　　的な管理指導のもと適切に実行すること。

３．　実証実験が行われてきた自動走行の実用化にあたっては、地域の新たな交通手
　　段、観光誘客として持続できる運行、運用を確立すること。

４.　　特定健診を効果的な取り組みにするためにも、先ず医療費の分析を行うこと。

５．　プレミアム商品券事業本来の目的が達せられるためにも、さらに強く国に進言
　　していただきたい。

６．　親子でふれあい子育て支援事業を拡充すること。

７．　介護保険特別会計の普通徴収の滞納処理について、債権管理室は取り組みの状
　　況、内容を議会に定期的に報告し、状況の可視化をすること。

８．　ブロック塀等の安全対策事業については、国においての事業化もあることから、
　　定期に取り組みの状況を報告すること。

令和元年度
決算審議 新年度予算（令和３年度）に反映を新年度予算（令和３年度）に反映を

　
付
託
さ
れ
た
決
算
審
議
は
９
月
30
日
、
現
地
視
察
（
予
算

執
行
状
況
確
認
）
か
ら
10
月
20
日
ま
で
の
計
６
回
に
渡
る
審

査
を
行
い
決
算
審
査
結
果
を
各
課
毎
に
指
摘
事
項
を
抽
出

し
、
行
政
に
回
答
を
求
め
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
「
令
和
元

年
度
決
算
の
認
定
に
か
か
る
提
言
」
を
提
出
し
た
。

松
川

正
樹

上
田

誠

中
村
勘
太
郎

金
元

直
栄

滝
波
登
喜
男

齋
藤
　
則
男

江
守

　
勲

伊
藤
　
博
夫

長
岡
千
惠
子

川
崎
　
直
文

酒
井
　
和
美

酒
井
　
秀
和

朝
井
征
一
郎

奥
野
　
正
司

日付

議会広報特別委員会 ○ ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ 傍

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ―

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 傍 ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ 弔 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ―

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幼・保再編検討特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ―

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 傍 ○

議会・行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

議会広報特別委員会 ○ ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ―

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 傍 ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

会　議　名 ○ … 出席　× …欠席　― … 員外  △ … 遅・早　研 … 研修　傍 … 傍聴　弔 … 弔事 

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率

令和２年10月２日
　　　　  ～令和２年12月22日

議会・各委員会の
議員出欠状況
議会・各委員会の
議員出欠状況

議会広報特別委員会
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一般質問 一般質問

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

安
心
し
て
子
育
て

を
。

答　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
。

問　
「
危
険
な
バ
ス
停
」

対
策
急
務
。

答　

死
角
か
ら
歩
行
者

を
守
る
。

問　
永
平
寺
町
の
子
ど
も

た
ち
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
や

部
活
動
に
加
入
し
て
い
る

文
科
系
・
ス
ポ
ー
ツ
系
の

数
と
活
動
し
て
い
る
人
数

は
。

生
涯
学
習
課
長　

町
内
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
12
団

体
・
２
２
６
名
、
そ
の
ほ

か
20
団
体
２
０
０
名
以
上

が
加
入
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長　

松
中

で
運
動
部
が
９
部
２
０

７
名
、
文
化
部
２
部
で
88

名
、
永
中
で
運
動
部
６
部

87
名
、
文
化
部
で
２
部
29

名
、
上
中
で
、
運
動
部
３

部
33
名
、
文
化
部
１
部
18

名
で
３
中
学
校
合
計
運
動

部
18
部
の
３
２
７
名
、
文

化
部
５
部
１
３
５
名
が
活

動
し
て
い
る
。

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動

を
指
導
さ
れ
て
い
る
指
導

者
の
実
態
は
。

問　
日
本
が
抱
え
る
人

口
減
少
問
題
、
超
高
齢

化
社
会
へ
の
対
策
と
し
て

「
交
流
」
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
学
校
教
育
に
お
い

て
は
地
域
と
の
交
流
・
学

校
間
の
交
流
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

「
中
学
校
版
永
平
寺
町

学
」
と
題
し
て
永
平
寺
町

を
知
る
こ
と
、
好
き
に
な

る
こ
と
、
守
り
た
い
と
思

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
町
内

他
地
区
の
生
徒
お
よ
び
地

域
住
民
と
の
交
流
か
ら
学

び
、
い
ず
れ
は
地
元
で
活

躍
で
き
る
人
材
へ
と
導
い

て
欲
し
い
。
例
え
ば
「
地

域
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
訪

れ
た
地
域
の
現
状
を
知
る

た
め
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通

し
て
大
規
模
災
害
時
に
地

元
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

生
涯
学
習
課
長　

ス
ポ
少

で
は
、
基
本
的
に
種
目
ご

と
の
経
験
者
・
愛
好
者
が

青
少
年
育
成
や
底
辺
拡
大

等
を
目
的
に
日
本
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
認
定
指
導
者
の

資
格
を
取
得
し
指
導
し
て

い
る
。

学
校
教
育
課
長　

中
学
校

で
は
、
教
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ど

に
よ
る
外
部
指
導
員
と
公

認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資

格
を
取
得
し
た
方
な
ど
の

部
活
動
外
部
指
導
者
が
行

っ
て
い
る
。

問　
行
政
か
ら
の
指
導

者
に
対
す
る
支
援
・
指
導

は
。

生
涯
学
習
課
長　

町
で
指

導
者
協
議
会
を
設
け
、
指

導
者
は
毎
年
研
修
会
に
参

加
し
て
い
る
。
ま
た
、

支
援
と
し
て
は
指
導
者
の

登
録
料
な
ど
負
担
額
の
一

部
を
各
団
へ
補
助
し
て
い

育
成
に
取
り
組
む
こ
と
も

よ
い
と
思
う
。
働
き
方
改

革
で
教
員
の
負
担
を
抑
え

た
い
気
持
ち
は
私
も
同
じ

だ
が
、
最
優
先
に
す
べ
き

は
子
ど
も
達
に
将
来
ど
う

な
っ
て
ほ
し
い
か
と
い
う

こ
と
。
主
体
性
は
も
ち
ろ

ん
大
事
だ
が
、
き
っ
か
け

を
与
え
て
い
く
こ
と
で
次

回
か
ら
子
ど
も
の
主
体
性

が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

教
育
長　

ま
ず
出
来
る
こ

と
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
。

◆
世
界
と
の
交
流
拡
大
を

問　
２
０
４
０
年
永
平

寺
町
は
高
速
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
る
な

ど
１
０
０
年
に
一
度
の
チ

ャ
ン
ス
を
迎
え
る
。
日
本

の
人
口
が
減
少
す
る
中
、

国
内
で
人
口
の
シ
ェ
ア
取

る
。

問　
本
町
独
自
の
、
子
ど

も
・
指
導
者
・
保
護
者
が

安
心
・
安
全
に
活
動
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
更
な
る

環
境
整
備
の
充
実
強
化
に

取
り
組
み
、
本
町
か
ら
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
は
大

変
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
は
。

教
育
長　

年
々
、
活
発

に
活
動
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ

選
手
や
関
係

者
が
町
ス
ポ

ー
ツ
協
会
か

ら
の
表
彰
者

も
増
え
て
い

る
。
出
来
る

こ
と
か
ら
積

極
的
に
取
り

組
む
。

り
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

世
界
と
の
交
流
・
世
界
か

ら
の
定
住
に
目
を
向
け
る

必
要
が
あ
る
。
永
平
寺
町

は
国
内
の
姉
妹
都
市
が
ゼ

ロ
、
国
外
の
友
好
都
市
は

１
つ
で
、
永
平
寺
町
は
世

界
に
誇
れ
る
大
本
山
永
平

寺
を
軸
に
取
り
組
む
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長　

他
自
治
体
よ

り
交
流
は
多
い
方
で
あ

る
。

問　
２
０
２
５
年
に
高
齢

者
の
約
５
人
に
１
人
が
認

知
症
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
中
、
町
を
挙
げ
て
認
知

症
支
援
の
対
策
を
取
り
組

み
、
認
知
症
の
人
が
安
心

し
て
自
ら
の
意
思
お
よ
び

能
力
に
応
じ
て
働
け
る
配

慮
、
認
知
症
の
人
や
家
族

を
支
援
す
る
環
境
整
備
な

ど
、
み
ん
な
が
認
知
症
を

「
自
分
事
」
と
し
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。
認
知
症
の

人
の
視
点
に
立
っ
た
生
活

環
境
の
整
備
や
災
害
時
の

対
応
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
死
亡
者
は
80
代
以
上

に
集
中
し
て
い
る
が
、
認

知
症
の
人
も
約
４
分
の
３

が
80
代
以
上
で
あ
り
、
認

知
症
の
人
は
コ
ロ
ナ
に
対

し
て
高
い
リ
ス
ク
と
言
え

る
。
今
後
の
対
応
と
し
て

は
、
本
人
、
家
族
に
必
要

問　
公
共
施
設
の
維
持
管

理
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

庁
舎
内
に
喫
煙
所
の
設
置

の
考
え
は
。

総
務
課
長　

受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
、
庁
舎
内

で
の
設
置
場
の
確
保
が
で

き
な
い
の
が
現
状
。

問　
小
中
学
校
で
の
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
特
別
教
室

の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え

は
。

学
校
教
育
課
長　

特
別
教

室
の
半
数
以
上
に
エ
ア
コ

ン
設
置
済
み
。
今
後
も
学

校
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら

使
用
度
の
高
い
教
室
か
ら

設
置
す
る
。

問　
経
済
対
策
の
一
環
と

し
て
実
施
し
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
事
業
は
素
晴
ら
し

い
事
業
だ
が
、
残
念
な
声

を
議
会
と
語
ろ
う
会
で
聞

い
た
。
事
業
内
容
で
解
釈

の
違
い
で
町
民
の
方
が
誤

な
情
報
の
提
供
や
家
族
の

負
担
軽
減
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
保
つ
た
め
の
支

援
を
、
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
認
知

症
対
策
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
十
分
認
識
し
て
い

る
。
町
で
も
、
介
護
保
険

計
画
に
お
い
て
、
認
知

症
対
策
を
重
要
な
柱
と
位

置
づ
け
て
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
ず
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
向
け
た

認
知
症
検
診
、
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設

置
な
ど
、
行
政
だ
け
で
な

く
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
専

門
職
の
方
を
交
え
た
対
応

策
を
、
進
め
る
と
い
う
事

を
し
て
い
る
。

　

認
知
症
と
い
う
病
に
つ

い
て
は
、
地
域
社
会
全
体

で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

解
し
た
運
用
が
で
き
る
と

指
摘
さ
れ
た
が
、
事
業
内

容
に
つ
い
て
、
誤
解
さ
れ

な
い
よ
う
明
記
し
運
用
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

商
工
観
光
課
長　

事
業
効

果
は
出
て
い
る
と
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
掴
ん
で
い

る
。
た
だ
、
分
か
り
に
く

い
所
は
記
載
の
方
法
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
事
業
を

進
め
る
。

町
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

色
々
な
事
業
を
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
進
め
て
い
る

が
、
大
切
な
税
金
で
あ

り
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
取

り
事
業
展
開
に
努
め
る
。

問　
県
大
の
進
士
学
長
の

講
演
を
聴
き
、
ま
ち
づ
く

り
は
人
づ
く
り
と
言
わ
れ

て
い
た
。
町
で
も
職
員
有

志
で
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

が
出
来
た
と
聞
く
。
令
和

あ
る
と
言
う
こ
と
は
肝
に

銘
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
数
々
の
施
策
に
つ
い

て
、
認
知
症
に
関
し
て
正

し
く
理
解
す
る
事
。
地
域

の
皆
が
役
割
や
責
務
を
心

得
て
、
互
い
に
連
携
す
る

事
を
柱
と
し
て
い
る
。

３
年
度
は
人
づ
く
り
の
ソ

フ
ト
事
業
に
も
投
資
し
町

活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

職
員
が
自
己
研
鑽

し
住
民
と
向
き
合
い
、
事

業
展
開
に
色
々
な
発
想
を

持
て
る
職
員
を
育
て
る
の

が
核
と
な
る
。
住
民
や
議

会
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、
自
由
で
楽
し

い
研
究
会
に
な
っ
て
欲
し

い
。

問

地
域
及
び
中
学
校
間
の
交
流
活
性
化
を

答

ま
ず
出
来
る
こ
と
か
ら
一
歩
踏
み
出
す

酒 井  秀 和 議員

まちづくり研究会主催の講演会

福井県の人口推計

問

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
認
知
症
支
援
を

答

認
知
症
予
防
対
策
、コ
ロ
ナ
感
染
防
止

朝井征一郎議員

問

令
和
３
年
度
の
重
要
施
策
は

答

江 守 　  勲 議員

コ
ロ
ナ
新
生
活
様
式
を
慎
重
に
進
め
る

中村勘太郎議員

問答

指
導
者
へ
の
研
修
負
担
金
補
助
な
ど

ク
ラ
ブ
活
動
の
健
全
な
育
成
を
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【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

四
季
の
森
文
化
館

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

で
登
記
・
住
所
利
用
は

可
能
か
。

答　

現
状
考
え
て
い
な

か
っ
た
が
調
査
し
話
を

進
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ

ベ
ン
ト
等
の
実
施
は
。

答　

令
和
２
年
度
の
実

施
状
況
を
十
分
検
証

し
、国
、県
の
指
導
と
各

種
団
体
と
の
協
議
で
決

定
。

問　
ふ
く
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ

ー
ト
ナ
ー
」
の
概
要
と
登

録
の
状
況
は
。

総
合
政
策
課
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
持
続

可
能
な
地
域
・
社
会
づ
く

り
の
推
進
を
目
的
に
、
県

が
本
年
の
８
月
に
「
福
井

県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
議
」
を
設
立
し

た
。
地
方
公
共
団
体
、
企

業
、
他
の
各
団
体
が
「
ふ

く
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
参
画
。

　

11
月
12
日
時

点
で
、
登
録
企

業
・
団
体
数
は

１
４
６
団
体
。

　

町
は
11
月
に

「
ふ
く
い
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ

ー
」
登
録
申
請

書
を
提
出
し
認

定
待
ち
。

問　
学
校
・
保
育
園
・

教
育
委
員
会
と
保
健
課
・

保
健
所
や
学
校
医
・
医
師

会
が
連
携
す
る
保
健
管
理

体
制
構
築
の
た
め
当
町
は

「
学
校
等
欠
席
者
・
感
染

症
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
加

入
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

小
中
学

校
は
加
入
後
10
年
ほ
ど
経

過
し
、
現
在
も
継
続
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

子
育
て
支
援
課
長　

県
の

教
育
庁
や
子
ど
も
家
庭
課

か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、

12
月
の
園
長
会
に
お
い

て
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。
保

健
所
と
も
情
報
が
共
有
で

き
、
早
期
に
感
染
症
の
予

防
対
策
を
図
れ
る
。
な
る

べ
く
早
く
加
入
し
活
用
し

た
い
。

問　
今
年
５
月
に
は
署

名
サ
イ
ト
に
て
『
妊
娠

問　
登
録
申
請
書
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
活
動
計
画
の
目
的
、

活
動
内
容
、
目
標
は
ど
の

よ
う
に
設
定
し
た
か
。

総
合
政
策
課
長　

町
の
総

合
振
興
計
画
、
第
２
期
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
、
環
境
基

本
計
画
等
の
重
要
施
策
に

基
づ
き
、
子
育
て
、
教
育

の
推
進
、
地
域
特
性
の
活

用
、
未
来
技
術
の
推
進
、

中
の
働
く
女
性
を
コ
ロ
ナ

か
ら
守
っ
て
ほ
し
い
』
と

い
う
署
名
が
３
万
８
千
集

ま
り
、
厚
労
省
に
提
出
さ

れ
た
。
検
診
の
母
性
健
康

管
理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー

ド
を
労
働
局
に
提
出
す
る

と
、
休
暇
取
得
支
援
助
成

金
が
勤
務
先
に
支
払
わ
れ

る
支
援
策
が
も
う
け
ら
れ

た
。
町
内
も
医
療
機
関
や

観
光
地
が
あ
り
、
感
染
不

安
が
あ
る
中
働
か
れ
て
い

る
。
助
成
金
の
活
用
の
た

め
、
休
み
や
す
い
環
境
作

り
の
た
め
、
女
性
・
事
業

所
へ
の
周
知
は
。

環
境
保
全
を
活
動
計
画
と

し
て
盛
り
込
ん
だ
。

問　
新
た
な
取
り
組
み
で

な
く
、
従
来
の
計
画
の
施

策
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

で
重
要
施
策
を
設
定
し
、

取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。

重
要
な
計
画
で
取
り
組
む

べ
き
。

総
合
政
策
課
長　

第
２
期

の
創
生
総
合
戦
略
で
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
（
目

標
）
を
設
定
し
た
。
総
合

振
興
計
画
は
来
年
度
の
次

の
５
年
に
向
け
て
の
見
直

し
時
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ

ー
ル
（
目
標
）
を
設
定
す

る
。

福
祉
保
健
課
長　

母
子
健

康
手
帳
配
付
時
に
渡
す
カ

ー
ド
。
活
用
方
法
に
つ
い

て
は
妊
婦
さ
ん
に
説
明
し

て
い
る
。

商
工
観
光
課
長　

多
く
の

コ
ロ
ナ
支
援
策
が
あ
り
、

把
握
・
周
知
に
困
難
が
あ

る
。
商
工
会
か
ら
毎
月
事

業
者
に
通
知
等
を
出
し
て

い
る
中
で
、
周
知
い
た
だ

け
る
よ
う
話
す
。

問　
永
平
寺
町
の
財
政
に

つ
い
て
、
長
期
的
に
安
心

し
て
い
い
の
か
。

　

町
の
財
政
は
、
こ
れ
か

ら
５
年
先
、
10
年
先
、
そ

し
て
そ
の
先
に
お
い
て
も

大
丈
夫
な
の
か
。
町
民
に

と
っ
て
は
、
今
自
分
自
身

が
住
ん
で
い
る
こ
の
永
平

寺
町
、
子
や
孫
た
ち
の
た

め
に
も
、
い
つ
ま
で
も
残

し
て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
は
な

い
か
。

財
政
課
長　

町
で
は
、
行

問　
松
岡
小
学
校
区
内

の
幼
稚
園
幼
児
園
の
令
和

２
年
予
定
園
児
数
は
３
０

８
人
に
対
し
、
松
岡
東
幼

児
園
80
人
な
か
よ
し
幼
児

園
１
０
０
人
当
初
の
説
明

で
は
認
定
こ
ど
も
園
１
２

０
人
の
３
園
体
制
で
は
、

園
児
数
が
定
員
を
オ
ー
バ

ー
す
る
。
ま
た
、
答
申
書

に
は
３
歳
以
上
１
ク
ラ
ス

20
人
程
度
と
明
記
が
あ
っ

た
。
認
定
こ
ど
も
園
事
業

者
募
集
要
項
に
は
、
施
設

規
模
１
５
０
人
の
記
載
の

み
で
募
集
定
員
１
２
０
人

も
３
歳
以
上
１
ク
ラ
ス
20

人
程
度
の
記
載
も
な
か
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
説
明
と

の
間
に
乖
離
が
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
町
長
の
お

考
え
や
思
い
は
。

副
町
長　

施
設
規
模
１
５

０
名
は
ピ
ー
ク
時
の
受
入

を
考
慮
。
１
ク
ラ
ス
20
人

財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

や
中
期
財
政
計
画
に
基
づ

き
、
財
政
の
健
全
化
の

維
持
、
及
び
事
業
の
見
直

し
な
ど
の
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
さ
せ
る
た
め
、
毎

年
、
時
点
修
正
を
行
っ
て

い
る
。

　

現
在
の
本
町
は
、
財
政

健
全
化
基
準
が
基
準
内
で

推
移
し
、
安
定
し
た
財
政

運
営
が
行
え
て
い
る
。

程
度
は
20
人
を
超
え
な
い

と
い
う
意
味
で
は
な
く
少

人
数
保
育
を
解
消
す
る
こ

と
。
４
歳
児
５
歳
児
は
保

育
士
一
人
で
30
人
ま
で
保

育
で
き
る
。

町
長　

募
集
要
項
は
私
の

思
い
で
は
な
く
、
住
民
の

声
や
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

の
声
を
反
映
し
て
い
る
。

問　
現
状
、
松
岡
西
幼
児

園
の
５
歳
児
で
23
人
が
最

大
。
こ
の
計
画
で
は
幼
児

園
の
保
育
環
境
が
後
退
す

る
。
今
年
は
、
母
子
健
康

手
帳
の
発
行
件
数
が
増
加

し
、
子
ど
も
の
自
然
増
が

見
込
ま
れ
る
。
転
入
も
増

加
傾
向
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

に
応
じ
た
対
応
が
必
要
。

松
岡
東
幼
児
園
は
大
改
修

で
は
な
く
１
０
０
人
規

模
に
建
て
替
え
て
は
ど
う

か
。

町
長　

東
幼
児
園
は
場
所

の
問
題
、
立
地
的
、
地
勢

的
な
問
題
か
ら
大
改
修
と

し
た
。
子
ど
も
が
増
え
て

く
れ
ば
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

ＳＤＧｓ；「 持続可能な開発目標Sus t a i n ab l e 
Development Goals」の略称。17のゴール（目標）
で構成。

　

現
在
、
財
政
健
全
化
基

準
内
で
は
あ
る
が
、
将
来

に
余
裕
が
あ
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
今
後

も
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
た
財
政
運
営
の
実
現
を

目
指
し
、
一
層
健
全
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

町
長　

長
期
的
に
見
る

と
、
少
子
・
高
齢
化

等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
あ
る
中
で
、
職
員
一
同

頑
張
っ
て
や
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
非
常
に
高
度

化
に
も
な
っ
て
き
て
お
り

次
の
世
代
に
も
し
っ
か
り

と
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
な

精
査
を
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

地
域
を
守
る
に

は
。

答　

共
助
と
い
う
形
で

の
地
域
づ
く
り
が
必

要
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

限
界
集
落
脱
却
へ

の
政
策
と
計
画
は
。

答　

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
経
路
と
時
刻
の
見
直

し
は
。

答　

時
間
を
要
す
る
が

提
案
を
受
け
止
め
実
現

も
含
め
検
討
す
る
。

齋 藤  則 男 議員

問答

町
財
政
、
長
期
的
に
安
心
か

安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る

酒 井  和 美 議員

問答

シ
ス
テ
ム
は
加
入
、
助
成
金
は
周
知

母
子
を
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

長岡千惠子議員

問

新
設
園
事
業
者
募
集
要
項

　
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
で
い
い
の
か

答

住
民
や
い
ろ
い
ろ
な
人
の
声
を
反
映

川 崎  直 文 議員

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
取
り
組
み
は

答

総
合
振
興
計
画
で

　
　
　  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
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一般質問 一般質問

問　
自
然
災
害
と
コ
ロ
ナ

感
染
が
同
時
に
起
き
る
複

合
災
害
の
備
え
は
。
特
に

避
難
所
の
充
実
が
必
要
。

総
務
課
長　

全
地
区
で
自

主
防
災
組
織
が
あ
り
、
コ

ロ
ナ
対
応
、
消
毒
液
配
布

等
、
注
意
喚
起
を
し
た
。

広
域
避
難
所
に
は
コ
ロ
ナ

対
応
の
資
材
の
配
備
や
運

営
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

問　
東
日
本
震
災
後
自

力
避
難
が
難
し
い
住
民
の

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
作
成
が
義
務
と
な
っ

た
。当
町
の
状
況
活
用
は
。

総
務
課
長　

要
支
援
者
は

約
２
７
０
０
名
。
（
８
０

０
名
が
登
録
）
地
区
で
情

報
共
有
し
、
災
害
時
の
対

応
に
繋
げ
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
。

問　
近
年
、
災
害
弱
者

（
自
力
避
難
の
困
難
者
）

の
避
難
方
法
を
決
め
て
お

問　
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
を

震
撼
さ
せ
て
い
る
。
長
く

先
の
見
え
な
い
災
害
に
お

い
て
は
、
公
が
ど
の
よ
う

な
手
助
け
を
す
る
か
に
よ

っ
て
、
助
か
る
か
ど
う
か

の
分
か
れ
道
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
現

状
把
握
が
大
事
。
飲
食
や

観
光
関
連
業
者
へ
の
影
響

は
。

商
工
観
光
課
長　

応
援
給

付
金
等
の
申
請
を
見
る

と
、
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
４
月
申
請
34
件
、
売

上
げ
前
年
比
77
％
減
少
。

観
光
関
連
の
門
前
地
区
で

は
22
件
申
請
、
90
％
減
少

と
い
う
現
状
。
町
で
は
商

工
会
や
金
融
機
関
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
等
で
経
済
活
性

化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

実
態
把
握
と
そ
の
対
応
策

を
毎
月
協
議
し
て
い
る
。

く
個
別
計
画
が
努
力
義
務

と
な
り
福
祉
避
難
所
の
充

実
も
必
要
と
な
っ
た
が
。

総
務
課
長　

現
在
、
福
祉

避
難
所
の
あ
り
方
、
避
難

方
法
、
計
画
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
し
、
個
別
計

画
に
つ
な
げ
る
検
討
委
員

会
が
動
き
始
め
て
い
る
。

町
長　

新
し
い
避
難
所
の

あ
り
方
を
検
討
委
員
会
で

各
種
団
体
と
連
携
し
町
民

の
生
命
を
守
る
た
め
の
最

善
策
と
体
制
を
整
え
る
。

◆
幸
福
度
No
１
の
町
に
す

　

る
取
り
組
み
を

問　
福
井
県
は
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
４
年
連
続
総
合

１
位
と
な
っ
た
。
県
民
は

実
感
が
な
い
。
今
後
は
住

民
の
主
観
、
愛
情
、
自
己

実
現
、
行
動
を
指
標
と
す

る
ら
し
い
。
当
町
の
取
り

組
み
は
。

ま
た
、
県
立
大
学
に
協
力

を
依
頼
し
、
町
内
全
商
工

業
者
に
実
態
調
査
を
行

う
。

◆
移
住
者
獲
得
、
今
が
攻

　

め
時

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅

勤
務
が
主
流
と
な
る
企
業

が
増
え
、
東
京
か
ら
地
方

に
移
住
を
考
え
る
方
が
多

い
。
福
井
県
の
移
住
相
談

件
数
は
全
国
７
位
で
、
今

が
攻
め
時
だ
。
専
門
職
員

の
配
置
や
、
空
き
家
活
用

を
積
極
的
に
行
う
べ
き
。

町
長　

攻
め
時
と
思
う
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
関
係
の
団
体
な

ど
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。
京
都
や
外
国
の

方
、
カ
ヌ
ー
の
世
界
ラ
ン

カ
ー
の
方
も
、
町
で
活
動

し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

情
報
発
信
が
一
番
の
ポ
イ

福
祉
保
健
課
長　

地
域
福

祉
計
画
で
は
人
と
人
と
の

繫
が
り
。
保
健
計
画
で
は

健
康
づ
く
り
を
取
り
組
ん

で
い
る
。

生
涯
学
習
課
長　

地
区
の

課
題
解
決
に
向
け
地
区
振

興
会
の
支
援
を
し
て
い
る
。

教
育
長　

家
庭
、
地
域
、

学
校
の
連
携
で
地
域
の
教

育
力
と
教
師
の
使
命
感
と

熱
意
で
対
応
し
て
い
る
。

意
見　
人
と
の
繋
が
り
、

助
け
合
い
、
世
代
間
の
交

流
を
支
え
る
住
民
活
動
の

拠
点
、
組
織
が
大
事
。

ン
ト
。

◆
学
生
に
住
ん
で
も
ら
う

　

た
め
に

問　
東
京
一
極
集
中
は
、

若
者
が
東
京
の
大
学
に
進

学
し
そ
の
ま
ま
就
職
す
る

こ
と
に
あ
る
。
せ
っ
か
く

二
つ
の
大
学
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
例
え
ば
麦
や
米

と
町
の
醸
造
技
術
を
結
び

つ
け
研
究
す
る
学
科
を
作

り
、
卒
業
後
も
住
み
着
い

て
も
ら
え
る
よ
う
な
結
び

つ
き
を
。

町
長　

地
域
と
大
学
、
地

域
と
企
業
や
団
体
を
繋
げ

る
こ
と
も
私
達
の
仕
事
。

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

問　
介
護
な
ど
、
訪
問
す

る
側
も
高
齢
者
も
、
コ
ロ

ナ
感
染
が
怖
い
と
い
う
。

他
市
で
介
護
職
１
０
０
０

名
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
10
人

の
無
症
状
感
染
者
が
見
つ

か
っ
た
。
町
民
の
安
心
の

た
め
に
介
護
職
や
保
育
士

な
ど
、
独
自
の
検
査
を
定

期
に
行
う
べ
き
だ
。

福
祉
保
健
課
長　

コ
ロ
ナ

感
染
は
誰
も
が
怖
い
。
社

協
や
介
護
職
が
現
場
に
行

く
の
が
怖
い
と
い
う
が
、

町
の
窓
口
職
員
も
同
じ

だ
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
有
効

だ
と
思
う
が
、
精
度
は
７

対
３
程
度
で
絶
対
と
は
言

え
ず
、
感
染
拡
大
地
域
外

で
は
費
用
の
問
題
も
あ

り
、
現
実
的
で
は
な
い
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
住
民

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
住
民

の
生
活
実
態
が
見
え
て
こ

な
い
。
町
の
報
告
に
も
な

い
。
実
態
を
掴
む
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

町
民
の
生
活

実
態
を
掴
み
、
施
策
に
生

か
す
こ
と
は
必
要
だ
が
、

実
施
の
各
種
施
策
も
対
策

本
部
で
、
各
種
団
体
の
協

力
の
も
と
情
報
を
集
め
対

策
を
と
っ
て
い
る
。

◆
私
立
こ
ど
も
園
運
営
者

　

募
集
の
内
容
の
確
認

問　
町
は
再
編
検
討
委
員

会
の
答
申
に
基
づ
い
て
、

幼
稚
園
等
を
再
編
す
る
と

し
て
き
た
。
募
集
要
項
で

民
間
園
の
規
模
は
１
５
０

人
と
い
う
。
答
申
の
３
歳

児
ク
ラ
ス
は
20
人
程
で
い

う
と
、
園
の
定
員
は
１
０

０
人
程
度
と
な
る
。
上
限

は
守
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
松
岡
小
校
区
内
再

編
後
の
幼
児
園
定
数
の

合
計
は
３
０
０
人
と
、
子

ど
も
の
数
よ
り
少
な
い
な

ど
、
論
議
は
尽
く
さ
れ
て

い
な
い
。

子
育
て
支
援
課
長　

議
会

に
は
新
園
の
規
模
は
１
５

０
人
程
度
と
説
明
し
て
い

る
。
現
状
の
定
員
は
１
２

０
人
と
し
て
い
る
が
、
限

定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

町
長　

初
め
は
１
２
０
人

規
模
で
、
た
だ
し
１
５
０

人
規
模
で
さ
せ
て
欲
し

い
。
３
年
後
の
ピ
ー
ク
を

見
定
め
て
お
り
、
理
解
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
う
。

上  田   誠 議員

問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
備
え
の
充
実
を

答

コ
ロ
ナ
対
応
避
難
所
運
営
で
万
全
期
す

滝波登喜男議員

問

疲
弊
し
た
商
業
者
の
実
態
把
握
を

答

活
性
化
協
議
会
で
随
時
情
報
収
集

12
７ 上志比支所竣工式

12
22 大掃除

11
24 永平寺町まちづくりセミナー

（予定）

月
定
例
会

月
定
例
会

３３ 生中継

○日程は、都合により変更になる場合
　がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。
★事前申し込み不要
★バリアフリー、
　エレベーター完備
★ソーシャルディスタンス
　での傍聴をお願いします

テレビ中継で
ご覧ください
テレビ中継で
ご覧ください

３月 １ 日 （月）10時～ ［本会議］

３月 ９ 日 （火）・10日（水）・11日（木）・12日（金）・15日（月）・16日（火）９時～
   ［一般質問・本会議（第1審議）］

３月19 日 （金）・ 22日（月）９時～  ［本会議（第２審議）］

３月23 日 （火）10時～ ［本会議（第３審議）・採決］

３月24 日 （水） 【予備日】

11
13 体育自主研究発表会

コロナ対応の避難所

金 元  直 栄 議員

問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
社
会
的
検
査
で
安
心
安
全
を

答

有
効
だ
が
検
査
の
制
度
に
問
題
あ
り

収穫前のふくこむぎ（光明寺）



あなたが撮った写真を
議会だよりの表紙に
しませんか？

写真提供：平林　甚一さん

あなたが大好きな永平寺町の季節ごとの風景や、誰も知らない素敵な隠れスポットをご
紹介頂いて、議会だよりの表紙にて永平寺町の魅力を発信してください。
（議会だよりは２月・４月・７月・10月の季刊発行です｡）

【発行】永平寺町議会　　【編集】議会広報特別委員会

　
経
世
済
民（
世
を
治
め
民
を
救
う
）

福
沢
諭
吉
が
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
い

う
英
語
を
和
訳
す
る
と
き
、
こ
の
中

国
の
古
典
の
言
葉
か
ら
「
経
済
」
と

取
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
前
は

「
理
財
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
こ
の
「
経
済
」
が
後
世
に
定

着
し
た
の
は
日
本
人
の
考
え
方
に

合
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、
こ
の
根
本
的
な

意
味
で
の
経
済
と
い
う
こ
と
を
と
て

も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の

大
河
ド
ラ
マ
は
こ
の
経
世
済
民
思
想

か
ら
経
済
に
は
道
徳
が
な
く
て
は
な

ら
ぬ
と
唱
え
な
が
ら
日
本
資
本
主
義

の
父
と
な
っ
た
渋
沢
栄
一
が
主
人
公

だ
そ
う
で
す
。
最
も
苦
し
い
人
を
助

け
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
安
心
し

て
勤
労
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
し
た
渋
沢
栄
一
に
今
年
は
た

く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
　
　
　
　
　
（
酒
井
和
美 

記
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員

　委 

員 

長

　朝

　井

　征
一
郞

　副
委
員
長

　酒

　井

　和

　美

　委

　員

　
　松
川

　正
樹
・
上
田

　
　誠

　
　滝
波
登
喜
男
・
江
守

　
　勲

　
　酒
井

　秀
和

発
行
責
任
者

　議

　長

　
　奥

　野

　正

　司

議会と語ろう会にて、議会の見えにくさについ
て様々なご意見をたまわり、このたび議会放送
の在り方について変更させていただくこととな
りました。

POINT

生中継

再放送
①

再放送
② 夜

12
時

朝
６
時

１日２回同じ内容を放送

※放送日程の詳細は、リモコンの番組表を押してご確認ください。

また今後Youtubeにて議会中継動画を配信予定です。

議会中継
録画予約
しよっと

議会改革レポート議会改革レポート

応募方法：
メールにて「私の永平寺町自慢」の件名にて、ご住所・お名前・お
電話番号、写真を撮った場所を記載し、画像ファイル（jpg、
4000×3000px、７MBまで、縦長）を添付の上、下記議会事務局
のアドレスまでお送りください。３月１日締切
E-mail:gikai@town.eiheiji.fukui.jp
※お名前と撮影場所を掲載させてください。
※人物が写っている場合には掲載の許可を頂いているものをご提供下さい。
※60～67号で応募していただいたお写真を表紙にさせていただく予定です。
　応募多数の場合には、67号裏表紙にて掲載させていただきます。

答える
議会

答える
議会

ここが変わった！
議会テレビ放送！！

POINT

議会の翌々月１日より
順次放送します。

３月議会→５月１日
６月議会→８月１日
９月議会→11月１日
12月議会→２月１日

第７回定例会の放送は
令和３年２月１日より、
一般質問から順次
放送いたします。
こちらも「みての！」


